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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
６
日
か
ら
12
日

ま
で
の
７
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
５
年
度

会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
６
年
度
補
正
予
算

な
ど
20
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
『
決

定
』
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

完成した役場庁舎

９月定例会議９月定例会議

工事完成工事完成新庁舎１期新庁舎１期

財政健全化判断比率は｢健全｣を維持
　「財政健全化法」に基づく５年度の一般会計、特別会計、第３セクターなどの決算を含めた各指標は、いず
れも基準を下回りました。
●健全化判断比率

各　指　標 ５年度 ４年度 比較
実質赤字比率　　 （15％） 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 （20％） 赤字なし 赤字なし －
実質公債費比率　 （25％） 7.4％ 7.9％ △0.5
将来負担比率　　 （350％） 比率なし 12.8％ 皆減

が集約が集約様々な機能様々な機能

５  年  度  決  算  の  状  況
会　計　名 収　　入 支　　出

一  　般 　 会　  計 85億1024万円 82億5132万円
特
別
会
計

国民健康保険事業　 8億5041万円 8億4104万円
農業集落排水事業　 2億1258万円 1億9921万円
後期高齢者医療事業 8723万円 8306万円

合　　　　　　計 96億6046万円 93億7463万円意見書を提出する馬渕代表監査委員
（左から２人目）

●資金不足比率
　経営健全化基準は20％未満で、対象となる農業集落排水事業の資金不足は発生していません。

前
年
度
比
支
出
11
億
円
減

※各指標の(　)内の％は早期健全化の基準で、
数値が低いほど健全な財政運営になります。
※将来負担比率は、将来負担見込額が充当可
能な財源の額を下回り、比率なしとなりま
した。

　
５
年
度
全
会
計
の
総
支
出

額
は
、
93
億
７
４
６
３
万
円

で
前
年
度
比
11
億
６
６
７
７

万
円
11
・
１
㌫
減
少
し
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
の
支
出
総
額
は
、

82
億
５
１
３
２
万
円
で
前
年

度
比
１
億
１
５
８
３
万
円

12
・
３
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
、
新
庁
舎
建
設

事
業
（
１
期
工
事
）
や
高
齢

者
福
祉
施
設
建
設
事
業
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
三
つ
の
特
別
会
計
の
支
出

総
額
は
、
11
億
２
３
３
１
万

円
で
前
年
度
比
８
４
０
万
円

０
・
７
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
積
立
基
金
残
高
は
63
億
２

７
１
５
万
円
で
前
年
度
比
６

億
６
４
９
６
万
円
11
・
７
㌫

増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、
将
来
負
担
比
率
が
改
善

し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
の
詳
し
い

内
容
は
、
６
～
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
５
年
度
決
算
は
全
て
の
会

計
が
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
と

も
徴
収
率
が
前
年
度
を
上
回

り
、
法
に
基
づ
い
た
不
能
欠

損
の
実
施
と
徴
収
へ
の
取
り

組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
会
計
の
地
方
債

残
高
は
前
年
度
に
比
べ
増
加

し
た
も
の
の
、
将
来
負
担
比

率
及
び
実
質
公
債
費
率
が
改

善
さ
れ
て
お
り
、
財
政
健
全

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
５
年
度
は
、
物
価
高
騰
に

よ
る
影
響
を
受
け
た
町
民
に

対
す
る
様
々
な
施
策
が
、
き

め
細
か
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

評
価
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
更
な
る
町
勢
発

展
と
、
町
民
福
祉
の
向
上
、

町
総
合
計
画
後
期
計
画
の
実

現
を
望
み
ま
す
。

一
般
・
特
別
会
計
決
算

監
査
委
員
の
意
見

財
政
健
全
化
判
断
比
率
改

善
を
評
価

　
町
内
３
つ
の
女
性
団
体

で
組
織
す
る
町
女
性
団
体

連
絡
会
（
近
藤
と
し
子
会

長
）
会
員
ら
15
名
は
、
９

月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
９

月
定
例
会
議（
一
般
質
問
）

を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
会
員
ら
は
、
真
剣
な
面

持
ち
で
会
議
を
傍
聴
し
て

お
り
、「
議
場
は
、
テ
レ

ビ
で
は
、
感
じ
ら
れ
な
い
緊

張
感
が
あ
っ
た
。」、「
議
員

を
近
く
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
質
疑
応
答
も
わ
か
り
や

す
く
議
場
の
雰
囲
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。」、「
議

場
内
で
は
、
自
分
た
ち
も
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

た
。」
な
ど
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て～町

女
性
団
体
連
絡
会
～
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５年度企業会計決算輝くふるさと常任委員会輝くふるさと常任委員会

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
辰
柳
敬
一
委
員
長
）
は
、

９
月
11
日
に
各
会
計
の
５
年
度
決
算
の
審
査
を
行
い
、
予

算
が
効
果
的
に
か
つ
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業
の

実
施
効
果
や
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
確
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
債
残
高
の
状
況

新
庁
舎
建
設
工
事
費
用

実
質
収
支
比
率

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

山
崎
委
員　
実
質
収
支
比
率

が
９
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

３
・
５
㌫
と
な
っ
た
が
そ
の

要
因
と
適
正
数
値
と
県
内
状

況
は
。

総
務
課
長　
実
質
収
支
比
率

は
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

収
支
の
差
額
の
繰
越
金
を
除

い
た
実
質
的
な
収
支
に
よ
る

数
値
で
あ
る
。
４
年
度
は
繰

越
額
が
大
き
か
っ
た
た
め
、

実
質
収
支
比
率
が
増
加
し
た

も
の
。
５
年
度
は
繰
越
額
を

調
整
し
た
た
め
、
比
率
が
改

善
し
た
。
比
率
の
適
正
数
値

は
５
㌫
程
度
で
、
県
内
の
平

均
は
６
～
９
㌫
程
度
で
あ
る

た
め
、
県
内
平
均
を
上
回
る

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

深
澤
委
員　
ふ
る
さ
と
納
税

の
額
が
横
ば
い
状
況
で
あ
る

が
そ
の
分
析
は
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

　
返
礼
品
の
種
類
が
少
な
か

っ
た
こ
と
と
情
報
発
信
が
不

足
し
て
い
た
と
分
析
し
て
い

る
。

　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
魅
力
化
事
業
に
よ
り
、

返
礼
品
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
矢
巾
町
と
連
携

し
、
品
目
を
30
品
目
に
増
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
情
報
発
信
に
力

を
入
れ
、
葛
巻
町
を
ふ
る
さ

と
納
税
で
応
援
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
関
係
人
口
の
増
加

に
努
め
た
い
。

柴
田
委
員　
５
年
度
末
の
起

債
残
高
と
、
後
に
地
方
交
付

税
で
算
定
さ
れ
る
起
債
の
率

及
び
額
は
。

副
町
長　
５
年
度
末
の
起
債

残
高
は
約
１
１
５
億
円
で
あ

る
。
過
疎
債
は
、
68
億
円
で

交
付
税
措
置
率
は
、
70
㌫
で

あ
り
12
年
で
償
還
す
る
も
の
。

一
般
単
独
事
業
債
25
億
円
の

う
ち
、
役
場
庁
舎
建
設
に
係

る
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
は
、
20
億
円
で
、

防
災
減
債
事
業
債
が
５
億
円

柴
田
委
員　
新
庁
舎
建
設
工

事
に
係
る
総
費
用
額
と
、
交

付
税
措
置
さ
れ
る
額
は
。

政
策
秘
書
課
長　
す
で
に
終

了
し
て
い
る
１
期
工
事
に
要

し
た
額
は
、
40
億
７
千
万
円

で
、
進
捗
中
の
２
期
工
事
の

契
約
内
容
は
、
分
署
棟
、
車

庫
棟
、
広
場
屋
根
、
外
構
を

含
め
て
13
億
５
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
１
期
工
事
と

２
期
工
事
の
総
額
は
、
54
億

２
千
万
円
で
、
地
方
債
の
借

り
入
れ
が
、
44
億
円
、
残
り

の
10
億
２
千
万
円
が
一
般
財

源
に
よ
る
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
地
方
債
借
入
総
額
44
億

円
に
お
け
る
交
付
税
措
置
さ

れ
る
額
は
20
億
８
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

矢巾町と連携した返礼品
（ハンバーグの食べ比べセット）

まちの特産品を活かした返礼品
（ワインとチーズのセット）

　
病
院
会
計
は
、
事
業
収
益

10
億
７
２
５
９
万
円
に
対
し
、

事
業
費
用
が
10
億
８
５
０
９

万
円
で
１
２
４
９
万
円
純
損

失
を
計
上
、累
積
欠
損
金（
赤

字
）
が
６
億
５
９
１
３
万
円

に
増
加
し
ま
し
た
。

　
年
間
延
べ
入
院
患
者
数
は
、

１
万
１
５
４
４
人
で
、
前
年

度
よ
り
７
５
４
人
減
少
、
外

来
患
者
数
も
２
万
７
１
９
７

人
で
、
前
年
度
よ
り
７
８
５

人
減
少
し
ま
し
た
。

　
赤
字
決
算
の
大
き
な
要
因

は
、
患
者
数
減
少
に
よ
る
医

業
収
益
の
減
少
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
事

業
に
よ
る
収
益
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
水
道
会
計
は
、
事
業
収
益

が
１
億
５
２
０
９
万
円
に
対

し
、
事
業
費
用
が
１
億
８
３

８
１
万
円
で
、
３
１
７
１
万

円
の
純
損
失
を
計
上
し
、
赤

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
累
積
欠
損
金

が
２
億
２
３
１
５
万
円
に
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な

要
因
は
、
資
産
の
減
価
償
却

費
が
営
業
費
用
の
59
・
５
㌫

を
占
め
る
ほ
ど
多
額
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
人
口
減
少
に
伴

う
料
金
収
入
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
病
院
会
計
は
、
医
業
収
益

の
減
少
等
に
よ
り
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
が
、
５
年
度

は
医
師
の
体
制
強
化
や
、
在

宅
支
援
病
院
と
し
て
の
往
診

体
制
の
強
化
な
ど
、
住
民
が

安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ

る
医
療
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
国

民
健
康
保
険
葛
巻
病
院
経
営

強
化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、一

層
の
経
営
改
善
を
望
み
ま
す
。

　
水
道
会
計
は
、
料
金
収
入

の
減
少
や
、
減
価
償
却
費
の

増
加
に
よ
り
、
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
一

層
の
資
金
計
画
と
計
画
的
な

更
新
工
事
と
適
切
な
維
持
工

事
、
漏
水
調
査
の
実
施
や
非

常
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確

保
等
、
水
道
事
業
の
維
持
管

理
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
を
図
る
た
め
に
「
葛
巻
町

水
道
事
業
経
営
戦
略
」
に
基

づ
い
た
取
り
組
み
の
実
施
を

望
み
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
財

産
取
得
に
関
す
る
議
案
が
１

件
で
、
全
議
員
の
賛
成
で
原

案
ど
お
り
「
決
定
」
し
ま
し

た
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
装
置

◇
契
約
金　
２
２
０
０
万
円

◇
納
期　
７
年
３
月
21
日

◇
契
約
相
手　
コ
マ
ツ
岩
手

株
式
会
社
二
戸
営
業
所
（
一

戸
町
）

◇
取
得
財
産　
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
装
置
（
11
㌧
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
用
74
㌗
級
、
Ｎ
Ｒ
Ｔ

７
形
）

医
業
収
益
減
少
／

　
　
減
価
償
却
費
増
加

病
院
／
水
道
会
計

監
査
委
員
の
意
見

葛巻病院の患者等の状況

区分 ５年度 ４年度 比　較

入　院
患者数 11,544人 12,298人 △754人

外　来
患者数 27,197人 27,982人 △785人

企業会計決算の状況

区　分
病院会計 水道会計

５年度 ４年度 前年対比％ ５年度 ４年度 前年対比％
事 業 収 益 (a) 10億7259万円 10億9191万円 △1.8 １億5209万円 １億5456万円 △1.6
事 業 費 用 (b) 10億8509万円 10億7854万円 0.6 １億8381万円 １億7986万円 2.2
純損失 (a)-(b) △1249万円 1337万円 △193.4 △3171万円 △2530万円 △25.3

年度末累積欠損金 ６億5913万円 ６億4664万円 1.9 ２億2315万円 １億9143万円 16.6

（税抜き）

※万円未満切捨

７
月
会
議
７
月
12
日

財
産
取
得

と
な
り
、
臨
時
財
政
対
策
債

は
７
億
円
、
交
付
税
措
置
率

は
１
０
０
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業

債
は
、
４
億
６
千
万
円
で
、

交
付
税
措
置
率
は
60
㌫
で
あ

る
。
辺
地
対
策
事
業
債
は
４

億
円
で
、
交
付
税
措
置
率
は

80
㌫
と
な
っ
て
い
る
。
災
害

復
旧
事
業
債
は
、
１
億
８
千

万
円
で
、
交
付
税
措
置
率
は

95
～
85
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
、
お
よ
そ
68

㌫
、
80
億
円
程
度
が
交
付
税

措
置
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
残
り
の
35
億
円
が
一
般

財
源
で
償
還
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
単

年
度
で
、
１
億
円
程
度
、
一

般
財
源
で
返
済
し
て
い
く
見

込
み
で
あ
る
。
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新庁舎完成により支出減新庁舎完成により支出減 自 主 財 源 比 率 改 善自 主 財 源 比 率 改 善

　
収
入　
総
額
は
、
85
億
１

０
２
４
万
円
で
、
前
年
度
比

18
億
２
３
５
６
万
円
、
17
・

６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
全
体
の
46
㌫
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
39
億
４
５

６
８
万
円
で
、
前
年
度
比
１

億
６
１
８
万
円
、
２
・
８
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
は
、
13

億
１
９
０
６
万
円
で
、
前
年

度
比
12
億
８
２
９
９
万
円
、

49
・
３
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
町
税
は
、
５
億
６
６
８
２

万
円
で
、
前
年
度
比
１
４
２

１
万
円
、
２
・
４
㌫
減
少
し

ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
４
億
３
３
８

６
万
円
で
、
前
年
度
比
８
億

３
６
９
８
万
円
で
、
65
・
９

㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
支
出　
総
額
は
、
82
億
５

１
３
２
万
円
で
、
前
年
度
比

11
億
５
８
３
７
万
円
、
12
・

３
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
総
務
費
は
、
25
億
７
１
７

２
万
円
で
、
庁
舎
建
設
事
業

費
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比

６
億
９
５
５
５
万
円
、
21
・

３
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
12
億
９
５
１

７
万
円
で
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
修
繕
工
事
等
に
よ

り
、
前
年
度
比
４
億
５
２
１

３
万
円
53
・
６
㌫
増
加
し
ま

し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
４
億

３
３
１
２
万
円
で
、
畜
産
生

産
資
材
等
高
騰
対
策
事
業
費

の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
２

億
７
１
８
２
万
円
、
38
・
６

㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
８
億
８
３
８

２
万
円
で
、
任
意
繰
上
償
還

金
の
減
に
よ
り
前
年
度
比
１

億
７
３
３
３
万
円
、
16
・
４

㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、

63
億
２
７
１
５
万
円
で
、
前

年
度
比
６
億
６
４
９
６
万
円
、

11
・
７
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
残
高
は
、

１
１
４
億
９
４
６
６
万
円
で
、

前
年
度
比
４
億
７
０
０
１
万

円
、４・２
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

５年度一般会計支出を住民一人当たりにすると（家計簿にたとえると…）

(　　　　　)

家の
増改築費が
29万円
減ったわ

1,540,000円
６年３月末の人口

5,356人

子どもへの仕送り
89,000円
繰出金
5.8％

年金掛金、保険料など
278,000円
負担金など
18.1％

光熱水費など
178,000円
物件費 
11.6％

家の増改築など
320,000円
建設事業費 
20.8％

住宅ローンなど
164,000円
公債費 
10.7％

医療費など
123,000円
扶助費 
8.0％

食費
183,000円
人件費 
11.9％

項　目 内　　　　容

総務費 町の財産管理や町税の事務などに
充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所運営な
ど社会保障に充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充
てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体
育事業に充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維
持管理に充てる経費

農林水
産業費

農林・畜産業の振興などに充てる
経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる
経費

商工費 商工業や観光の振興などに充てる
経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他
の経費

災害復旧費､ 労働費､ 諸支出金､
予備費などの経費

項　目 内　　　　容

自 
主 
財 

源

［
町
が
自
力
で
収

入
で
き
る
お
金
］

町　　税 町民税や固定資産税など、町
民の皆さんからの税金

諸 収 入 町税の延滞金や預金利子など

その他の 
自主財源

繰入金などや、他の収入科目
に含まれないお金

依　
存　
財　
源

［
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

］

地方交付税 町の財政需要の状況により国
から配分されるお金

町　　債 事業を行うために国や金融機
関などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもら
うお金

県支出金 事業を行うために県からもら
うお金

その他の 
依存財源

地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金など

５年度一般会計決算を見る

民生費
14億5467万円
17.6％

民生費
14億5467万円
17.6％

支出
82億円衛生費

12億9517万円
15.7％

衛生費
12億9517万円
15.7％

総務費
25億7172万円
31.2％

総務費
25億7172万円
31.2％

農林水産業費
4億3312万円
5.2％

農林水産業費
4億3312万円
5.2％ 公債費

8億8382万円
10.7％

公債費
8億8382万円
10.7％

教育費
5億3048万円
6.4％

教育費
5億3048万円
6.4％

消防費
3億4167万円　4.1％
消防費
3億4167万円　4.1％ その他の経費

1億6263万円　2.0％
その他の経費
1億6263万円　2.0％

商工費
1億3725万円　1.7％
商工費
1億3725万円　1.7％

議会費
6294万円　0.8％
議会費
6294万円　0.8％

土木費
3億7785万円
4.6％

土木費
3億7785万円
4.6％ 収入

85億円

町税
5億6682万円
6.7％

町税
5億6682万円
6.7％
諸収入
1億1183万円
1.3％

諸収入
1億1183万円
1.3％

その他の
自主財源
14億8480万円
17.4％

その他の
自主財源
14億8480万円
17.4％

地方交付税
39億4568万円
46.4％

地方交付税
39億4568万円
46.4％

町債
13億1906万円
15.5％

町債
13億1906万円
15.5％

国庫支出金
5億8050万円
6.8％

国庫支出金
5億8050万円
6.8％

県支出金
2億2143万円
2.6％

県支出金
2億2143万円
2.6％

その他の依存財源
2億8012万円　3.3％
その他の依存財源
2億8012万円　3.3％

自主財源
21億6345万円
25.4％

自主財源
21億6345万円
25.4％

依存財源
63億4679万円
74.6％

依存財源
63億4679万円
74.6％
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定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

　
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
へ

移
行
し
、
停
滞
し
て
い
た
経

済
活
動
が
回
復
す
る
な
ど
明

る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
一

方
で
、
原
材
料
等
の
価
格
高

騰
が
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　
町
で
は
、
最
重
要
課
題
を
、

人
口
減
少
対
策
及
び
地
方
創

生
と
位
置
付
け
、
課
題
の
解

決
に
向
け
た
基
本
目
標
を

「
い
き
い
き
と
輝
き
続
け
る

〝
ひ
と
〟」「
誰
も
が
住
み
た

く
な
る
〝
ま
ち
〟」「
地
域
資

源
を
活
か
す
〝
し
ご
と
〟」

と
し
、
各
分
野
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
が
一
層
推
進
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
町
の
財
政
運
営
に

係
る
各
種
財
政
指
標
も
、
良

好
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
。

　
な
お
、
大
型
建
設
事
業
等

に
よ
り
、
地
方
債
残
高
が
増

加
し
て
い
る
が
、
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
起
債
の
活

用
ほ
か
、
余
剰
財
源
な
ど
を

活
用
し
た
地
方
債
の
繰
上
償

還
や
基
金
へ
の
積
み
増
し
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政

健
全
化
対
策
を
講
じ
て
お
り

評
価
す
る
も
の
。

　
現
在
、
社
会
情
勢
は
、
物

価
高
騰
が
長
期
化
し
て
い
る

た
め
、
地
域
経
済
・
住
民
生

活
に
大
き
く
影
響
が
及
ん
で

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
維
持
し
、
町
政
発
展
に

向
け
て
必
要
な
事
業
を
展
開

す
る
た
め
に
、
迅
速
か
つ
柔

軟
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、

町
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
幸
せ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
引

き
続
き
、
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
約
）

山 

岸 

は
る
美 

議
員

　

９
月
定
例
会
議
で
人
事
案
件
や
６
年
度
補
正
予
算
な
ど

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

条
例
改
正
等

人
事
案
件

工
事
請
負
契
約

◇
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
４
億
４
５
３
５
万
円
追
加

し
、
総
額
を
77
億
５
５
５
７

万
円
と
し
ま
し
た
。

●
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正

　
水
道
料
金
を
７
年
１
月
分

か
ら
改
正

●
国
民
健
康
保
険
条
例
一
部

改
正

　
従
来
の
健
康
保
険
証
の
廃

止
に
伴
う
一
部
改
正

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
条

例
の
全
部
改
正

　
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た

財
源
充
当
の
た
め
に
条
例
を

全
部
改
正

●
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　
刑
法
等
の
改
正
に
よ
る
一

部
改
正

●
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
一

部
改
正

●
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

の
協
議

　
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
一

部
改
正

　

こ
の
大
会
は
、
葛
巻
町
、

岩
手
町
、
雫
石
町
の
３
町
議

会
が
、
共
通
す
る
地
域
課
題

の
早
期
解
決
に
向
け
て
お
互

い
に
協
力
し
て
検
討
す
る
た

め
に
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
道
路
整
備
な

ど
８
項
目
の
要
望
事
項
を
、

各
町
の
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
提
案
。
本
町
か
ら
は
、
深

澤
進
議
員
が
、
将
来
に
わ

た
っ
て
希
望
の
持
て
る
農

業
・
農
村
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
、
持
続
的
か
つ
総

合
的
な
、「
農
業
振
興
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
」
と
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
と
森
林

の
持
つ
環
境
保
全
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
「
林
業
振
興

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
、

提
案
し
ま
し
た
。

　
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

８
項
目
は
、
県
議
会
議
員
や

県
の
関
係
機
関
、
岩
手
県
選

出
国
会
議
員
、
国
の
関
係
機

関
に
要
望
を
行
う
予
定
で
す
。

要
望
の
主
な
内
容
は
左
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
岩
手
地
区
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、
第
71
回
岩
手

地
区
議
会
議
員
大
会
が
７
月
31
日
、
岩
手
町
の
森
の
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
構
成
す
る
３
町
の
議
会
議
員
、
来
賓
と
し
て
県
議
会

議
員
と
町
長
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
さ
ら
な
る
地
域

の
発
展
を
相
互
に
確
認
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
促
進
な
ど

道
路
整
備
促
進
な
ど

　
要
望
８
項
目
を
決
議

　
要
望
８
項
目
を
決
議

岩手地区議会議長会 要望提案内容（要約）

① 広域的な観点からの道路整備促進
② 地域振興の観点からの道路整備促進
③ 県立高等学校の存続と魅力ある学校づくり
④ 農業振興対策の推進
⑤ 林業振興対策の推進
⑥ 人口減少問題の解決に向けた振興策支援
⑦ 空き家対策支援
⑧ テレビ共同受信施設の施設改修費に対する財政支援制度の創設

～岩手地区議員大会～～岩手地区議員大会～

地域の共通課題解決へ地域の共通課題解決へ

提案の説明をする深澤進議員

　
岩
手
地
区
議
会
議
員
大
会
終

了
後
、
一
般
社
団
法
人
地
方
公

共
団
体
政
策
機
構
の
長
内
紳
悟

氏
に
よ
る
「
議
会
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
内
氏
は
、
い
ま
ま
で
「
当

た
り
前
」
と
思
っ
て
や
っ
て
い

た
こ
と
が
実
は
セ
ク
ハ
ラ
や
パ

ワ
ハ
ラ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

る
、
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
知
識
の
不
足
が
原
因
で

あ
る
と
し
、
社
会
的
背
景
や
、

用
語
な
ど
基
礎
的
な
知
識
か
ら

具
体
的
な
事
例
な
ど
を
交
え
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
己
理
解

の
不
足
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
招

く
要
因
で
あ
り
、
自
身
の
行
動

を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

議会のコンプライアンス
と ハ ラ ス メ ン ト
地方公共団体政策支援機構
長内紳悟氏の講演

講演する長内氏

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

　

荒
谷
光
子
さ
ん
（
小
田
）

を
推
薦
（
再
任
）
に
同
意

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

　

深
澤
優
孝
さ
ん
（
橋
場
）

を
推
薦
（
新
任
）
に
同
意

●
教
育
委
員
の
同
意

　
村
木
佳
子
さ
ん（
五
日
市
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

　
任
期
は
10
年
９
月
30
日
ま

で●
教
育
委
員
の
同
意

　
土
谷
美
保
子
さ
ん（
元
木
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

　
任
期
は
10
年
９
月
30
日
ま

で●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
同
意

　
漆
真
下
孝
幸
さ
ん（
大
沢
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

　
任
期
は
９
年
９
月
30
日
ま

で●
新
庁
舎
建
設
工
事
（
２
期

外
構
工
事
）
の
請
負
契
約
の

締
結

◇
契
約
の
相
手
方　
株
式
会

社
ビ
ル
ド
遠
藤
（
葛
巻
町
）

◇
契
約
金
額　
１
億
８
４
８

０
万
円

●
町
道
葛
巻
浦
子
内
線
道
路

改
良
整
備
（
そ
の
６
）
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結

◇
契
約
の
相
手
方　
株
式
会

社　
ビ
ル
ド
遠
藤（
葛
巻
町
）

◇
契
約
金
額　
２
億
６
０
０

４
万
円
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議案等
番　号 件名と主な内容 議決

結果 賛否

　６年度：補正予算
議　案
第28号

一般会計（第２号）
…４億4535万円増額し、77億5557万円に 可決 全員

賛成
　条例改正等
議　案
第29号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
…刑法等の改正に伴う一部改正 可決 全員

賛成
議　案
第30号

葛巻町国民健康保険条例の一部を改正する条例
…従来の健康保険証の廃止に伴う一部改正 可決 全員

賛成
議　案
第31号

葛巻町ふるさとづくり寄附条例の全部を改正する条例…寄付者の意向に
沿った財源充当のため、条例の全部を改正 可決 全員

賛成

議　案
第32号

行政手続きにおける特定の個人を識別するための個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例…特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴う一部改正

可決 全員
賛成

議　案
第33号

葛巻町水道事業給水条例の一部を改正する条例…水道料金を７年１月分
から改正 可決 全員

賛成

議　案
第36号

岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を求め
ること…特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正
に伴う条例の一部改正

可決 全員
賛成

発　委
第２号

葛巻町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例…刑法
等の改正に伴う一部改正 可決 全員

賛成
　人事案件
議　案
第34号

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること…荒谷光子さん
（小田・再任） 可決 全員

賛成
議　案
第35号

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること…深澤優孝さん
（橋場・新任） 可決 全員

賛成
同　意
第11号 教育委員の任命の同意…村木佳子さん（五日市・再任） 同意 全員

賛成
同　意
第12号 教育委員の任命の同意…土谷美保子さん（元木・再任） 同意 全員

賛成
同　意
第13号 固定資産評価審査委員の選任の同意…漆真下孝幸さん（大沢・再任） 同意 全員

賛成
　工事請負契約
議　案
第37号

葛巻町新庁舎建設工事（２期：外構工事）の請負契約の締結…契約の相
手方：株式会社ビルド遠藤、契約金額：１億8480万円 可決 全員

賛成
議　案
第38号

町道葛巻浦子内線道路改良整備（その６）工事の請負契約の締結…契約
の相手方：株式会社ビルド遠藤、契約金額：２億6004万円 可決 全員

賛成
　５年度：決算
認　定
第１号 一般会計…歳入総額85億1024万円、歳出総額82億5132万円 認定 全員

賛成
認　定
第２号

国民健康保険事業勘定特別会計…歳入総額8億5041万円、歳出総額8億
4104万円 認定 全員

賛成
認　定
第３号

農業集落排水事業特別会計…歳入総額2億1258万円、歳出総額１億
9921万円 認定 全員

賛成
認　定
第４号

後期高齢者医療事業特別会計…歳入総額8723万円、歳出総額8306万
円 認定 全員

賛成
認　定
第５号

国民健康保険病院事業会計…収益的収入10億7816万円、収益的支出
10億8834万円、資本的収入8209万円、資本的支出１億3958万円 認定 全員

賛成
認　定
第6号

水道事業会計…収益的収入１億6268万円、収益的支出１億9206万円、
資本的収入8702万円、資本的支出１億4894万円 認定 全員

賛成

議  員  議  員  のの  判  断 判  断〈議決結果〉

くずまきテレビ
録画放送の予定

月　　日 時　間 内　　　容

10月４日（金） ９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審査、議決　　

10月５日（土） ９時～ 議案審査、議決　　
17時～ 議案説明、一般質問

10月６日（日） ９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審査、議決　　

今ここが
聞きたい

　９月９日、３議員が一般質問
を行いました。
　一般質問は、町の行政全般に
わたり、事務の執行状況や将来
の方針などを幅広い視点から報
告や説明を求め質問します。　
　議員の質問できる時間は、１
時間以内です。
　議事録の内容は、町のホーム
ページと議会事務局で閲覧でき
ます。

11ぺージ
竹 花　 結 議員

１．子育て世代が安心して
利用できるキッズスペー
スの充実について

12ぺージ
山 崎　 邦 廣 議員

１．町の表彰制度の充実に
ついて

13ぺージ
柴 田　 勇 雄 議員

１．聴覚障がい者等への福
祉充実支援対応について

2.町道等の維持管理状況
について

Next p
age

一般質問

　
　
　
気
軽
に
子
ど
も
を
連

れ
て
い
け
る
室
内
の
遊
び
場

や
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
状

況
に
あ
る
が
、
子
育
て
サ
ロ

ン
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
毎
週
月
曜
日
と
金
曜

日
の
午
前
中
に
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
主
催
す
る

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」「
な
か
よ

し
広
場
」
を
開
催
し
て
い
る

議
員

町
長

　
　
　

小
児
科
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
は
じ
め
様
々
な
感
染
症

が
流
行
し
て
お
り
、
引
き
続

き
警
戒
が
必
要
な
状
況
に
あ

る
。
感
染
症
に
対
し
て
は
高

レ
ベ
ル
の
予
防
対
策
を
徹
底

し
て
お
り
、
町
民
が
安
心
し

て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を

考
え
る
と
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
は
必
ず
し
も
好
ま

し
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

　
　
　
乳
幼
児
連
れ
の
た
め

の
、
簡
単
な
プ
レ
イ
マ
ッ
ト

で
す
ら
難
し
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
医
療
機
関

と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
慎
重
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
や
は

り
感
染
症
対
策
か
ら
す
る
と
、

難
し
い
と
考
え
る
。

議
員

町
長

議
員

病
院
事
務
局
長

一般質問

竹
たけ

花
はな

　結
ゆい

 議員

問

答

町内施設のキッズスペースの充実は

状況を踏まえた検討が必要

子
育
て
サ
ロ
ン
の
利
用

方
法
に
つ
い
て

病
院
や
町
内
施
設
の
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
は

町内にあるキッズスペース
（Caféやどり木）

※議長は採決に加わりません。

が
、
事
業
が
開
催
さ
れ
て
い

な
い
時
間
帯
に
お
け
る
利
用

は
無
い
。
今
後
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
や
感
染
症
対
策
、
人

員
配
置
な
ど
総
合
的
な
検
討

を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
授
乳
室
や
調
乳
器
な

ど
も
設
備
さ
れ
て
お
り
、
日

常
的
に
開
放
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
施
設
管
理

上
の
課
題
か
ら
常
時
解
放
す

る
事
は
難
し
い
。

議
員

健
康
福
祉
課
長

　
　
　

く
ず
ま
き
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

ま
ち
な
か
活
性
化
部
会
で
、

既
存
施
設
利
用
に
関
し
て
、

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、そ
の
中
で
、キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
歩
き
ま
わ
り
た
く

な
る
ま
ち
な
か
、
ま
ち
な
か

の
賑
わ
い
創
出
の
観
点
か
ら
、

拠
点
と
し
て
く
ず
ま
～
る
と

と
も
に
、
旧
遠
藤
邸
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
い
こ
い
の
場
と
し

て
、
子
育
て
世
代
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
利
用
で
き
る
よ

う
調
整
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。 議

員
副
町
長

活用が期待される子育て
サロン
（くずま～る２階）
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町
の
表
彰
条
例
で
は
、

従
事
年
数
の
基
準
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
基
準
を
満
た
さ

な
い
も
の
の
、
他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
場
合
も
検
討
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
昭
和
50
年
に
条
例
を

制
定
以
降
、
改
正
が
行
わ
れ

ず
、
規
程
の
見
直
し
で
運
用

し
て
き
た
。

　
３
年
３
月
に
、
表
彰
の
目

的
と
基
準
を
明
確
化
す
る
た

め
、
表
彰
条
例
を
改
正
、
施

行
規
則
を
制
定
し
た
。

　
規
程
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

表
彰
に
係
る
具
体
的
な
基
準

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
町
勢

功
労
表
彰
は
原
則
20
年
以
上

勤
続
さ
れ
た
60
歳
以
上
の
方

が
受
彰
の
基
準
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
特
別
功
労
表
彰
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

職
に
お
け
る
在
職
年
数
を
基

議
員

町
長

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

町の表彰制度の充実について

施行規則の制度を基に運用

一般質問

町
の
表
彰
制
度
の
充
実

に
つ
い
て

準
と
し
、
多
年
に
わ
た
る
献

身
的
な
貢
献
に
対
し
表
彰
す

る
も
の
。

　
こ
の
ほ
か
、
在
職
に
よ
ら

ず
、
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た

方
に
対
し
て
も
表
彰
が
で
き

る
規
程
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
基
準
は

３
年
の
改
正
時
に
基
準
年
数

の
引
き
下
げ
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
５
年
度
に
は
、
善

行
表
彰
の
基
準
を
改
正
し
、

「
環
境
美
化
・
清
掃
美
化
活

動
」「
自
然
環
境
保
全
活
動
」

「
社
会
福
祉
施
設
等
慰
問
活

動
」
を
実
践
し
て
い
る
方
に

対
し
て
の
表
彰
を
追
加
し
た
。

　
こ
の
規
程
を
追
加
し
た
理

由
と
し
て
、
地
域
の
環
境
美

化
の
た
め
、
道
路
や
河
川
な

ど
の
草
刈
作
業
を
無
償
で
実

施
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
の

献
身
的
な
奉
仕
活
動
に
対
し
、

町
と
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
思
い
か
ら
、
表
彰
す
る

も
の
。

　
町
か
ら
表
彰
を
受
け
る
こ

と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

町勢功労表彰式の様子（４年度）

る
方
の
意
欲
向
上
や
前
向
き

な
動
機
付
け
の
一
助
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
町
の
表
彰
に
は
、

相
応
の
重
み
と
格
式
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
考
え
と
、
こ

れ
ま
で
の
表
彰
を
受
け
た

方
々
の
均
衡
の
観
点
か
ら
、

表
彰
基
準
の
引
き
下
げ
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
功
績
が
複
数
部
門
に

わ
た
る
場
合
の
、
選
考
方
法

及
び
功
績
内
容
の
周
知
方
法

は
。

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
の
候

議
員

政
策
秘
書
課
長

　
　
　
聴
覚
障
が
い
者
で
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
人
数

等
は
。

　
　
　
聴
覚
障
害
に
よ
る
障

害
者
手
帳
の
交
付
件
数
は
42

人
。
そ
の
年
齢
構
成
は
、
40

代
２
人
、
50
代
１
人
、
60
代

３
人
、
70
代
15
人
、
80
代
17

人
、
90
代
以
上
４
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
当
町
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
２
７
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
使
用
者
の
実
態

は
。

　
　
　
補
聴
器
使
用
者
の
人

数
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、

75
歳
以
上
の
方
の
７
割
が
加

齢
性
難
聴
で
あ
る
と
推
計
報

告
が
あ
り
、
当
町
も
同
程
度

の
割
合
で
加
齢
性
難
聴
者
が

い
る
と
思
わ
れ
る
。　

議
員

町
長

議
員

町
長

　
　
　
町
道
、
林
道
、
農
道

を
維
持
管
理
し
て
の
課
題
は
。

　
　
　
町
が
管
理
す
る
町
道

等
は
、
全
路
線
で
２
９
４
路

線
、
延
長
約
４
５
４
㌖
と
広

大
で
あ
る
。
路
面
の
経
年
劣

化
や
凍
上
な
ど
に
よ
る
舗
装

面
の
ひ
び
割
れ
増
加
や
、
側

溝
・
排
水
路
へ
の
土
砂
堆
積
、

短
時
間
豪
雨
に
よ
る
未
舗
装

路
線
の
路
面
洗
堀
発
生
か
ら

回
復
の
コ
ス
ト
費
用
の
増
加

が
あ
る
。

　

ま
た
、
草
刈
り
作
業
は
、

自
治
会
へ
の
委
託
作
業
も
あ

議
員

町
長

　
　
　

町
道
等
の
区
画
線

（
白
線
）消
失
の
修
復
対
応
は
。

　
　
　
町
道
等
で
白
線
が
表

示
さ
れ
て
い
る
路
線
は
、
町

道
で
13
路
線
、
林
道
で
１
路

線
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
白
線
消
失
等
は

12
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
各

路
線
の
安
全
面
を
考
慮
し
た

引
き
直
し
を
実
施
す
る
。

議
員

町
長

一般質問

柴
しば

田
た

　勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

補聴器購入費用の助成は

医 師 等 の 意 見 を 聴 き 検 討

聴
覚
障
が
い
者
の
現
状
は

町
道
等
の
維
持
管
理
状
況
は

町
道
等
の
白
線
消
失
修
復
は

補
聴
器
購
入
費
助
成
の

考
え
は

補
聴
器
購
入
助
成
実
施
の

市
町
村
は

白線が消失しかけている町道高家領線

　
　
　
高
齢
者
の
日
常
生
活

で
聞
こ
え
づ
ら
さ
を
補
う
に

は
、
補
聴
器
の
使
用
が
有
効

手
段
と
な
っ
て
い
る
が
、
補

聴
器
の
購
入
価
格
が
片
耳
で

５
、６
万
円
か
、機
種
に
よ
っ

て
は
30
万
円
と
高
額
の
実
態

に
あ
り
、
年
金
生
活
者
や
低

所
得
の
方
に
と
っ
て
は
負
担

が
大
き
い
状
況
か
ら
、
費
用

助
成
の
創
設
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
町
と
し
て
は
、
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
支
援
制
度
の
創

設
を
、
国
・
県
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
町
独
自
の
支

援
制
度
の
創
設
に
向
け
、
医

師
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
。

議
員

町
長

補
者
は
、
各
課
、
関
係
機
関
、

関
係
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
、

内
部
の
課
長
等
で
組
織
す
る

審
査
会
で
、
功
績
内
容
に
つ

い
て
協
議
し
、
最
も
優
れ
た

功
績
を
表
彰
対
象
と
し
て
い

る
。

　
そ
の
後
、
表
彰
を
公
正
か

つ
適
正
に
行
う
た
め
、
外
部

有
識
者
で
構
成
す
る
表
彰
審

査
委
員
会
に
お
い
て
、
表
彰

者
が
決
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
功
績
の
内
容
は
、

伝
達
さ
れ
る
表
彰
状
の
文
面
、

広
報
、
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
な

ど
で
、
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　
補
聴
器
購
入
助
成
を

実
施
の
県
内
市
町
村
は
拡
大

し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

議
員

状
況
は
。

　
　
　
市
町
村
単
位
で
の
助

成
事
業
の
実
施
は
、
10
市
町

村
。
助
成
対
象
も
年
齢
、
聴

力
レ
ベ
ル
に
お
い
て
様
々
で
、

障
害
者
手
帳
交
付
要
件
に
満

た
な
い
方
が
助
成
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

町
長

る
が
、
高
齢
化
等
に
伴
う
辞

退
申
し
出
も
あ
り
、
今
後
は
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
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情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交際費
です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

7月
8月
9月

80,500円

114,500円

8,000円

（
（
（

岩手地区議長会情報交
換会ほか

県選出議員との懇談会
ほか

平庭闘牛大会しらかば
場所ほか

）
）
）
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森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約86円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は次の定例会議は1212月月６６日（金）日（金）です。です。

　

暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
楽
し
か
っ
た

秋
ま
つ
り
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
本
格

的
な
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
５
年
度
の
町
行
政

実
績
や
無
駄
使
い
が
な
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
９
月
決
算
議
会
を
中
心

に
編
集
し
ま
し
た
。

　

何
か
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
議
会
事
務
局
に
ご
意
見
等

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
広
報
常
任
委
員
会委

員　
柴
田　
勇
雄

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔 表紙の紹介

　９月14日に第70回葛巻町ホルスタイン
共進会が開催され51頭の乳牛が出品されま
した。
　出場者たちは、日頃大切に育てている牛
たちのリードを、真剣な面持ちで力強く引
いていました。
　また、会場ではたくさんの、未来のリー
ドマンの笑顔が輝いていました。

第70回葛巻町ホルスタイン共進会へ
出場した皆さん

「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております


